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Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
グ

ル
ー
プ
で
は
、
近
年
、
社

会
問
題
化
し
て
い
る
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

対
応
す
る
た
め
、
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本

グ
ル
ー
プ
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

対
す
る
基
本
方
針
」
（
以
下
「
基
本
方

針
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
、
本
年
１
月

に
対
外
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
高
速
道
路
各
社
の
中
で
は
、
初
の
事

例
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
当
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、

料
金
所
や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
・
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
な
ど
で
の
お
客
さ
ま
対
応
や
お

客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
で
の
電
話
対
応
に
お
い

て
、
一
部
に
不
当
な
要
求
や
不
条
理
な
謝

罪
を
要
求
さ
れ
る
と
い
っ
た
、
カ
ス
タ
マ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
以
下
「
カ
ス
ハ
ラ
」

と
い
う
。
）
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る

事
案
が
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、

社
員
の
心
身
に
大
き
な
負
担
を
掛
け
る
こ

と
が
あ
っ
た
。

　

カ
ス
ハ
ラ
を
巡
っ
て
は
、
令
和

２
年
１
月
に
厚
生
労
働
省
が
「
事

業
主
が
職
場
に
お
け
る
優
越
的
な

関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
に
起
因

す
る
問
題
に
関
し
て
雇
用
管
理
上

講
ず
べ
き
措
置
等
に
つ
い
て
の
指
針
（
令

和
２
年
厚
労
省
告
示
第
五
号
）
」
を
制
定

し
、
令
和
４
年
２
月
に
は
同
省
が｢

カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
企
業
マ
ニ
ュ

ア
ル｣

を
策
定
・
公
表
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
に
は
、
民
間
企
業

が
続
々
と
カ
ス
ハ
ラ
へ
の
対
応
策
を
盛
り

込
ん
だ
基
本
方
針
を
策
定
・
公
表
し
、
令

和
６
年
10
月
に
は
東
京
都
で
、
客
か
ら
の

迷
惑
行
為
な
ど
の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
防
ぐ
全
国
で
初
め
て
の
条
例
が
成

立
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
諸
情
勢
の
中
で
当
グ
ル
ー

プ
に
お
い
て
は
、
令
和
６
年
７
月
に
グ
ル

ー
プ
全
体
と
し
て
基
本
方
針
を
策
定
す
る

旨
を
社
長
が
表
明
し
、
各
部
署
横
断
の
組

織
を
立
ち
上
げ
、
当
グ
ル
ー
プ
内
外
で
の

事
例
確
認
や
要
点
の
整
理
な
ど
を
進
め
、

前
記
の
と
お
り
、
本
年
１
月
に
基
本
方
針

の
策
定
・
公
表
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

基
本
方
針
の
内
容
と
し
て
は
、

前
文
に
お
い
て
、
お
客
さ
ま
の
ご

意
見
・
ご
指
摘
に
、
真
摯
に
、
か

つ
誠
実
に
向
き
合
い
対
応
す
る
と

し
つ
つ
、
カ
ス
ハ
ラ
に
対
し
て
は

毅
然
と
行
動
し
、
組
織
的
に
対
応

す
る
旨
を
宣
言
し
、
カ
ス
ハ
ラ
の
定
義
や

行
為
例
、
体
制
の
整
備
、
対
応
方
法
や
手

順
の
策
定
、
社
員
教
育
、
心
身
の
ケ
ア
の

実
施
、
警
察
や
弁
護
士
な
ど
専
門
家
と
の

連
携
や
法
的
措
置
を
含
め
た
厳
正
な
対
応

を
行
う
こ
と
を
記
載
し
た
。

　

こ
の
基
本
方
針
を
具
体
化
す
べ
く
、
本

年
３
月
に
は
、
カ
ス
ハ
ラ
判
断
の
基
準
や

対
応
の
手
順
と
留
意
点
な
ど
を
記
し
た

「
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
当
グ
ル
ー
プ
各
社
に
お
け
る
各

社
版
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
業
務
別
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
社
員
に
対
し
て
は
、
「
カ
ス

ハ
ラ
対
応
研
修
」
な
ど
の
社
員
啓
発
を
実

施
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
対
策
や
対
応

を
積
み
重
ね
、
社
員
へ
の
適
切
な
対
処
法

を
浸
透
さ
せ
つ
つ
、
理
不
尽
な
ク
レ
ー
ム

や
言
動
か
ら
社
員
を
守
る
取
組
み
を
進
め

て
い
く
。

　【工事通行止め】
◇秋田自動車道（上下線）　各日20:00 ～翌６:00
　秋田南IC ～秋田北IC　６月23日（月）～６月25日（水）
　秋田中央IC ～秋田北IC　６月26日（木）～６月27日（金）、７月3日（木）～７月４日（金）
　秋田中央IC～昭和男鹿半島IC　６月30日（月）～７月２日（水）
◇第二京阪道路　各日20：00 ～翌6：00
　鴨川東IC ～城南宮南IC（上下線）　７月２日（水）～７月19日（土）（土日除く）
　城南宮南IC出入口　６月30日（月）～７月２日（水）
　伏見IC入口（上り線：山科方面）　７月２日（水）～７月19日（土）（土日除く）
　伏見IC出口（下り線：大阪方面）　７月２日（水）～７月４日（金）
　八幡東IC入口（上り線：山科方面）　７月７日（月）～７月19日（土）（土日除く）
　八幡東IC出口（下り線：大阪方面）　７月７日（月）～７月９日（水）
　京田辺松井IC入口（下り線：大阪方面）　６月30日（月）～７月１日（火）
　京田辺松井IC出口（上り線：山科方面）　６月30日（月）～７月２日（水）
　【工事規制】
◇秋田自動車道（上下線）　秋田中央IC ～秋田北IC
　６月24日（火）～６月27日（金）、７月１日（火）～７月４日（金）　各日6：00 ～ 20：00

カ
ス
ハ
ラ

【
国
会
議
員
・
本
人
】

《
衆
議
院
議
員
》

あ
べ
俊
子
、
阿
部
弘
樹
、
五
十

嵐
清
、
石
橋
林
太
郎
、
伊
藤
忠

彦
、
井
野
俊
郎
、
井
上
貴
博
、

岩
田
和
親
、
梅
谷
守
、
逢
坂
誠

二
、
大
島
敦
、
岡
田
悟
、
奥
下

剛
光
、
奥
野
総
一
郎
、
尾
﨑
正

直
、
鬼
木
誠
、
加
藤
竜
祥
、
金

子
恭
之
、
金
子
容
三
、
神
谷

裕
、
川
原
田
英
世
、
菊
田
真
紀

子
、
栗
原
渉
、
黒
田
征
樹
、
小

池
正
昭
、
國
場
幸
之
助
、
小
寺

裕
雄
、
小
森
卓
郎
、
坂
本
哲

志
、
佐
藤
英
道
、
下
野
幸
助
、

新
谷
正
義
、
鈴
木
貴
子
、
瀬
戸

隆
一
、
仙
田
晃
宏
、
谷
公
一
、

田
野
瀬
太
道
、
中
野
英
幸
、
中

村
裕
之
、
西
岡
秀
子
、
西
園
勝

秀
、
西
田
昭
二
、
西
野
太
亮
、

西
銘
恒
三
郎
、
根
本
幸
典
、
野

間
健
、
橋
本
幹
彦
、
波
多
野

翼
、
深
澤
陽
一
、
福
田
淳
太
、

藤
丸
敏
、
古
川
直
季
、
堀
内
詔

子
、
本
田
太
郎
、
松
田
功
、
三

反
園
訓
、
御
法
川
信
英
、
村
岡

敏
英
、
森
下
千
里
、
森
山
裕
、

谷
田
川
元
、
簗
和
生
、
山
﨑
正

恭
、
山
井
和
則
、
吉
川
元
、
吉

川
里
奈
、
吉
田
真
次
、
吉
田
宣

弘
、
渡
辺
創

《
参
議
院
議
員
》

青
島
健
太
、
井
上
義
行
、
上
田

清
司
、
臼
井
正
一
、
江
島
潔
、

梶
原
大
介
、
加
田
裕
之
、
齊
藤

健
一
郎
、
櫻
井
充
、
佐
藤
信

秋
、
白
坂
亜
紀
、
堂
込
麻
紀

子
、
永
井
学
、
藤
井
一
博
、
船

橋
利
実
、
松
下
新
平
、
横
山
信

一【
国
会
議
員
・
代
理
】

《
衆
議
院
議
員
》

青
柳
仁
士
、
赤
澤
亮
正
、
東
国

幹
、
麻
生
太
郎
、
阿
部
圭
史
、

安
藤
た
か
お
、
池
畑
浩
太
朗
、

石
田
真
敏
、
伊
藤
達
也
、
伊
東

良
孝
、
井
上
信
治
、
猪
口
幸

子
、
井
林
辰
憲
、
岩
屋
毅
、
上

田
英
俊
、
臼
木
秀
剛
、
う
る
ま

譲
司
、
江
渡
聡
徳
、
英
利
ア
ル

フ
ィ
ヤ
、
大
串
正
樹
、
大
塚
小

百
合
、
お
お
つ
き
紅
葉
、
大
西

健
介
、
大
野
敬
太
郎
、
緒
方
林

ま
す
。
こ
れ
も
古
賀
先
生
の
強

力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
っ

て
こ
そ
と
、
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
、
山
積

す
る
道
路
の
諸
課
題
に
対
し
、

全
国
道
路
利
用
者
会
議
の
会
員

一
同
、
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
「
子
供
た

ち
に
良
い
道
路
」
を
遺
す
た

め
、
ど
う
か
引
き
続
き
、
古
賀

先
生
の
お
力
添
え
と
ご
指
導
を

賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
古
賀
先
生
の
こ

れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今

後
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
何
卒

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
意
見
発
表
と
し

て
私
の
地
元
の
有
明
海
沿
岸
道

路
を
例
に
挙
げ
道
路
整
備
が
も

た
ら
す
効
果
等
に
つ
い
て
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
九
州
各
地
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
、
令

和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
に
お
き

ま
し
て
は
、
大
牟
田
市
で
も
市

内
の
広
範
囲
に
わ
た
り
大
規
模

浸
水
が
発
生
し
、
市
内
の
主
要

幹
線
道
路
は
軒
並
み
通
行
不
能

と
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た

中
、
道
路
高
が
高
い
有
明
海
沿

岸
道
路
は
、
浸
水
の
影
響
を
受

け
ず
、
代
替
路
と
し
て
緊
急
車

両
の
通
行
、
物
資
輸
送
等
の
災

害
対
応
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
ま
し
た
。
災
害
対
応
に
あ
た

り
ま
し
て
は
、
国
土
交
通
省
を

は
じ
め
、
自
衛
隊
や
消
防
、

県
、
自
治
体
、
民
間
関
係
団
体

の
皆
様
等
、
全
国
各
地
か
ら
多

大
な
ご
支
援
と
ご
援
助
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

有
明
海
沿
岸
道
路
で
ご
ざ
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
昭
和
63
年
の

事
業
化
以
来
、
福
岡
県
区
間
に

つ
き
ま
し
て
は
速
や
か
な
事
業

進
捗
に
よ
り
早
期
の
開
通
が
実

現
を
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
、

西
は
佐
賀
県
へ
、
南
は
熊
本
県

へ
有
明
海
に
沿
っ
て
延
伸
が
図

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
有

明
海
沿
岸
道
路
を
は
じ
め
と
し

て
、
三
角
大
矢
野
道
路
、
島
原

道
路
等
の
高
規
格
道
路
の
開
通

が
進
む
な
ど
、
有
明
海
沿
岸
に

広
域
的
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
が
進
ん
だ
こ
と
に
と
も

な
い
ま
し
て
、
有
明
海
沿
岸
地

域
一
体
と
な
っ
て
、
こ
の
地
域

の
振
興
を
図
る
機
運
が
高
ま

り
、
昨
年
８
月
に
は
、
有
明
海

沿
岸
４
県
の
26
自
治
体
が
結
集

し
て
、
「
有
明
海
沿
岸
地
域
振

興
会
議
」
が
設
立
し
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
し
た
連

携
に
よ
り
、
人
流
・
物
流
の
交

流
が
活
性
化
す
る
こ
と
で
新
た

な
地
方
創
生
の
端
緒
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
大
牟
田
市
と
し
ま
し
て

も
、
人
口
が
減
少
す
る
中
、
有

明
海
沿
岸
道
路
を
中
心
と
し
た

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の
進

捗
を
活
か
し
て
、
地
域
の
振
興

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

次
に
九
州
内
の
道
路
整
備
の

状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
北
九

州
市
か
ら
鹿
児
島
市
ま
で
九
州

の
東
岸
を
走
る
東
九
州
自
動
車

道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
九
州
縦

貫
道
や
大
分
自
動
車
道
等
と
一

体
と
な
っ
た
九
州
内
の
高
速
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る

観
点
か
ら
、
そ
し
て
今
後
30
年

以
内
の
発
生
確
率
が
高
ま
っ
て

お
り
ま
す
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ

の
対
応
等
の
観
点
か
ら
、
早
期

の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解

消
、
４
車
線
化
を
強
く
要
望
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
は
、
台
湾
の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

な
ど
半
導
体
企
業
が
熊
本
へ
進

出
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
関
連

企
業
の
進
出
は
熊
本
県
に
と
ど

ま
ら
ず
他
県
域
に
も
及
ん
で
お

り
ま
す
。
そ
の
経
済
効
果
等
を

最
大
限
に
発
揮
す
る
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。
加
え
ま
し
て
、
熊
本

都
市
圏
域
の
渋
滞
緩
和
に
対
す

る
主
要
幹
線
道
路
の
整
備
、
産

業
流
通
を
側
面
支
援
す
る
広
域

の
道
路
の
整
備
等
、
九
州
内
だ

け
で
も
整
備
を
急
が
ね
ば
な
ら

な
い
道
路
が
数
多
く
存
在
し
て

お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況

は
、
全
国
各
地
域
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

全
国
の
道
路
整
備
、
道
路
利

用
を
取
り
巻
く
課
題
の
着
実
な

解
決
に
向
け
て
今
後
も
皆
様
と

共
に
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

最
後
に
、
引
き
続
き
、
古
賀

最
高
顧
問
、
佐
藤
会
長
を
は
じ

め
、
皆
様
方
の
強
力
な
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
意
見
発
表

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

太
郎
、
小
野
寺
五
典
、
小
渕
優

子
、
梶
山
弘
志
、
勝
俣
孝
明
、

勝
目
康
、
金
子
恵
美
、
川
崎
ひ

で
と
、
黄
川
田
仁
志
、
岸
信
千

世
、
岸
田
文
雄
、
木
原
稔
、
金

城
泰
邦
、
草
間
剛
、
工
藤
彰

三
、
神
津
た
け
し
、
高
村
正

大
、
古
賀
篤
、
輿
水
恵
一
、
小

山
千
帆
、
斉
藤
鉄
夫
、
佐
藤
公

治
、
階
猛
、
柴
田
勝
之
、
柴
山

昌
彦
、
杉
村
慎
治
、
鈴
木
俊

一
、
竹
上
裕
子
、
橘
慶
一
郎
、

田
中
和
德
、
田
中
良
生
、
棚
橋

泰
文
、
田
畑
裕
明
、
玉
木
雄
一

郎
、
津
島
淳
、
土
屋
品
子
、
渡

海
紀
三
朗
、
冨
樫
博
之
、
永
岡

桂
子
、
中
川
康
洋
、
長
島
昭

久
、
中
谷
真
一
、
中
村
は
や

と
、
西
村
康
稔
、
丹
羽
秀
樹
、

額
賀
福
志
郎
、
野
田
聖
子
、
長

谷
川
淳
二
、
鳩
山
二
郎
、
葉
梨

康
弘
、
馬
場
雄
基
、
林
佑
美
、

林
芳
正
、
平
沼
正
二
郎
、
広
瀬

建
、
深
作
ヘ
ス
ス
、
福
島
伸

享
、
福
原
淳
嗣
、
藤
井
比
早

之
、
古
川
元
久
、
古
川
禎
久
、

牧
島
か
れ
ん
、
松
本
剛
明
、
松

本
尚
、
眞
野
哲
、
水
沼
秀
幸
、

宮
内
秀
樹
、
向
山
淳
、
武
藤
容

治
、
村
上
誠
一
郎
、
茂
木
敏

充
、
矢
崎
堅
太
郎
、
山
口
壯
、

山
下
貴
司
、
山
田
賢
司
、
屋
良

朝
博
、
笠
浩
史
、
若
山
慎
司
、

鰐
淵
洋
子

《
参
議
院
議
員
》

朝
日
健
太
郎
、
石
井
準
一
、
石

井
浩
郎
、
石
井
正
弘
、
磯
﨑
仁

彦
、
伊
藤
孝
江
、
猪
口
邦
子
、

岩
本
剛
人
、
大
家
敏
志
、
太

田
房
江
、
大
野
泰
正
、
尾
辻

秀
久
、
小
野
田
紀
美
、
片
山
大

介
、
加
藤
明
良
、
河
野
義
博
、

上
月
良
祐
、
小
林
一
大
、
酒
井

庸
行
、
里
見
隆
治
、
塩
村
あ
や

か
、
清
水
真
人
、
進
藤
金
日

子
、
鈴
木
宗
男
、
関
口
昌
一
、

滝
沢
求
、
武
見
敬
三
、
竹
谷
と

し
子
、
豊
田
俊
郎
、
中
西
祐

介
、
野
上
浩
太
郎
野
村
哲
郎
、

橋
本
聖
子
、
長
谷
川
岳
、
羽
田

次
郎
、
馬
場
成
志
、
平
山
佐
知

子
、
古
川
俊
治
、
星
北
斗
、
舞

立
昇
治
、
松
村
祥
史
、
松
山
政

司
、
三
浦
信
祐
、
三
浦
靖
、
三

宅
伸
吾
、
宮
口
治
子
、
宮
崎
雅

夫
、
宮
崎
勝
、
宮
本
周
司
、
森

屋
宏
、
山
田
俊
男
、
山
本
啓

介
、
山
本
佐
知
子
、
山
本
順

三
、
若
林
洋
平
、
渡
辺
猛
之

【
祝
電
】

《
衆
議
院
議
員
》

岡
田
華
子
、
城
井
崇
、
中
谷
一

馬
、
宮
下
一
郎
、
森
田
俊
和
、

山
口
俊
一

《
参
議
院
議
員
》

佐
藤
正
久
、
新
妻
秀
規
、
牧
山

ひ
ろ
え
、
森
本
真
治

《
市
町
村
長
》

井
本
宗
司
福
岡
県
大
野
城
市
長

（
敬
称
略
）

意
見
発
表

意
見
発
表

関 
好
孝
全
国
道
路
利
用
者
会
議

副
会
長

福
岡
県
大
牟
田
市
長

　

意
見
発
表
に
入
り
ま
す
前

に
、
新
た
に
最
高
顧
問
と
し
て

ご
就
任
さ
れ
ま
し
た
古
賀
前
会

長
の
地
元
九
州
を
代
表
し
て
一

言
申
し
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
古

賀
先
生
が
会
長
に
ご
就
任
さ
れ

た
平
成
27
年
頃
か
ら
の
道
路
を

め
ぐ
る
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
戦
後
の
道
路
整
備
の
長

期
に
渡
っ
て
永
く
支
え
て
き
た

「
道
路
特
定
財
源
制
度
」
が
平

成
21
年
度
に
一
般
財
源
化
さ

れ
、
国
の
道
路
予
算
は
大
き
く

削
減
さ
れ
、
維
持
管
理
に
要
す

る
費
用
が
急
増
す
る
中
で
、
必

要
な
道
路
建
設
費
も
不
足
す

る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な

中
、
先
生
は
、
全

国
道
路
利
用
者
会

議
の
「
日
本
の
発

展
の
基
礎
は
道
路

に
あ
る
。
良
い
道

路
こ
そ
国
民
に
豊

か
な
暮
ら
し
を
も

た
ら
す
」
と
い
う
設
立
理
念
に

立
ち
返
り
、
未
来
世
代
に
恥
じ

な
い
道
路
づ
く
り
に
邁
進
さ
れ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
の
ご

尽
力
の
お
か
げ
で
、
先
ほ
ど
お

話
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

物
流
・
公
共
交
通
を
支
え
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
ト
ラ
ッ

ク
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
と
い
っ

た
道
路
利
用
者
３
団
体
等
と
の

連
携
が
大
き
く
前
進
し
た
こ
と

は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
中
、
古
賀
最
高

顧
問
、
佐
藤
会
長
を
は
じ
め
政

府
、
国
会
議
員
、
国
土
交
通
省

な
ど
関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力

に
よ
り
、
待
望
の
国
土
強
靱
化

の
第
一
次
実
施
中
期
計
画
が
近

々
、
策
定
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

来
賓
紹
介

来
賓
紹
介

【
国
土
交
通
省
】

高
橋
克
法
国
土
交
通
副
大
臣
、

古
川
康
国
土
交
通
副
大
臣
、
国

定
勇
人
国
土
交
通
大
臣
政
務

官
、
高
見
康
裕
国
土
交
通
大
臣

政
務
官
、
吉
井
章
国
土
交
通

大
臣
政
務
官
、
山
本
巧
道
路
局

長
、
佐
々
木
俊
一
道
路
局
次

長
、
石
和
田
二
郎
総
務
課
長
、

菅
原
晋
也
路
政
課
長
、
大
井
裕

子
道
路
交
通
管
理
課
長
、
小
林

賢
太
郎
企
画
課
長
、
水
野
宏
治

環
境
安
全
・
防
災
課
長
、
松
本

健
高
速
道
路
課
長
、
手
塚
寛
之

参
事
官
（
有
料
道
路
管
理
・
活

用
）
、
直
原
史
明
参
事
官
（
自

転
車
活
用
推
進
）

【
衆
議
院
国
土
交
通
委
員
会
】

井
上
貴
博
委
員
長

【
参
議
院
国
土
交
通
委
員
会
】

小
西
洋
之
委
員
長

【
友
誼
団
体
】

西
田
義
則
（
一
社
）
日
本
道
路

建
設
業
協
会
会
長

【
高
速
道
路
株
式
会
社
等
】

高
松
勝
（
独
）
日
本
高
速
道
路

保
有
・
債
務
返
済
機
構
理
事

長
、
髙
橋
知
道
東
日
本
高
速
道

路
㈱
代
表
取
締
役
兼
副
社
長
執

行
役
員
建
設
事
業
本
部
長
、
塩

梅
崇
中
日
本
高
速
道
路
㈱
建
設

企
画
本
部
建
設
企
画
部
長
、
小

笹
浩
司
西
日
本
高
速
道
路
㈱
取

締
役
常
務
執
行
役
員
建
設
事
業

本
部
長
、
土
井
弘
次
首
都
高
速

道
路
㈱
代
表
取
締
役
専
務
執
行

役
員
、
植
田
雅
俊
阪
神
高
速
道

路
㈱
取
締
役
兼
執
行
役
員
、
松

浦
利
之
本
州
四
国
連
絡
高
速
道

路
㈱
企
画
部
長
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